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てとしたO 照射体積・線量と骨折との関係性の評価には、 ROC曲線 (receiveroperating characteristic curve 
analysis)・ロジスティック回帰分析を用いた。照射体積・線量の各々の値は、陽子線治療計画装置を用いて
紡骨の D¥引 (dosevolume histogram :線量一体積ヒストグラム)を描き、算出した。照射体積は、晩期合併
症の評価のため BED:l(biologicalIy efective dose: a/sこ3での生物学的有効線量)を用いることとし、1GY:l (RBE) 
以上 (V1)、30GY:l (RBE)以上 (V30)、60GY:l (RBE)以上 (V60)、90GY:l (RBE)以上 (V90)、120GY:l (RBE) 
以上 (V120)、150GY:l (RBE) 以上 (V150)、180GY:l (RBE) 以上 (V180)、210GY:l (RBE) 以上 (V210)








たところ、 AUC(area under the curve)が最も大きくなったのは、 V60[EQD2 (equivalent dose in 2 Gy per 
fraction (α/s=3で通常分割放射線治療と向程度の影響を与えると考えられる線量);36 GyJであった。この
V60において、感度・特異度が最も高くなるカットオフ値は 4.48cm3であった。肋骨骨折を発症するまでの
期間中央値は、全対象群では 25ヶ月、骨折を起こした 27本のみでは 20ヶ月であった。骨折発症までの期




V60であった。また、 V60とほぼ伺等の AUC値を示した V30~ V120とDn山----DlOcI13も臨床的に使用する
のに有用であるといえた。既報と本研究とをロジスティック由帰分析を用いて比較したところ、 D2cm:lにお
いて 5%の肋骨骨折確率がPetterssonの報告では 110GY3 (EQD2; 66 Gy)であったのに対し、この研究では









な因子であった。加えて、 V30~ V120 (EQD2; 18 ~ 72 Gy) とDI11礼文 --D1伽13とがともに重要な因子であっ
たと結論付けている。これらの内容はすでに雑誌ActaOncologica (2012)に発表されており、癌の放射線治
療に大きく寄与する貴重な研究と言える。
平成 25年 1月10B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は1専士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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